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1. 自然談話

大友英良氏(77歳)に湯湾の年中行事につ

いて話をしてもらった。大友氏は，以前宇検村

国民年金委員，民生委員児童委員協議会の役職

にあり，現在は宇検村文化財審議委員，湯湾老

人クラブ仲良し会会長をつとめておられる。

仕事始めとし 祝い する。 そして

mikkakara kinIinnu Iinsekinu rentju: 0 

3日から近親の 親戚の 連中 を

tadzIniti nenIinento:nu ?aisatsIo Ii 

訪ねて 年始年頭 の 挨拶を し

大友氏はずっと現地生活を送った方で，ゆっ ?ugamjun so:Iite nagkaniwa nanak~sa-

くり内省を働かせっつ話をされる時は，純粋の 拝む。 そして 7日には 七草粥

湯湾方言が出る。但し，当自然談話のように， gaju kamjun narawaIi so;Jite d3U:ー

あるひとつのテーマをもって話をするという場 食べる ならわし。そうして 15 

面になると，上記役職にたずさわっておられた gonitSi hatsikajak?waIo:gatsi IltJi 

せいか，かなり共通語の語嚢が出てくるように 日 20 日 子正月 して

なる。あるいはまた， 1人で談話をするという ?o: kAku mθta Io:gatslo Iun narawaIi 

場の条件もかなり語の出方に影響を与えたのか 大きく また正月 をする ならわし

も知れない。しかし，たとえそうではあっても jasslga sorekara nigats・ini nar-l-ba na: 

これもまた湯湾方言のひとつの実棒、であると考 であるが，それから 2月に なればもう

え，ここに記録することにした。 kundo:nu sui to: ja ?imosakunu d3umbinu 

t~Ii ?akfti ?itIigatsl ?itIid3itslja 今度の 水稲は 芋作の 準備の

年 明けて 1月 1日は keikakuo hatarakjun wake kaggl: tl 

kjonen ?itIminnu bud3iba jurukudi ma- 計画を 働く わけ 考えて，

去年 1年の 無事を喜んで ま so:Site suito:nu naeIirotslkuri mata 

dzI gwantannu ?asanu giIikio Iun ka そうして水稲の 苗代っくり また

ず 元旦の 朝の 儀式をする。家 ?imonu naedokutsikurInu d3umbi had3i-

dzokuga ?utIisuruti I innennu jurukubitu 芋の 苗床っくりの 準備 主台

族が 集まって 新年の 喜びと m~ti Iugkutu sorekara saggatslwa 

mata k~tuIi ? itIinl"nnu bud3ide ?aOkuotu- めて すること。そオもから 3 月 は

また 今年 1年の 無事であること s aggatsl sann itIinu wunagunu s ekku to 

ba ? oinori Iun so: I i te gosendzosama ni 3月 3日の 女の 節句と

を お祈りする。そして ご先祖様に J1 te jomog imu tI ib a taku s an t s"~k ，<? t i 

reihai Ii mukaI inu sosennu sofd s'i ? u 1 - して 蓬餅を たくさんつくって

礼拝し 昔の 祖先の蘇鉄 植付 wunagunu k?waga had3 im"i ti m'?a r・it an j a:一

ts子ija?itIigatsl nintIini had3imiti 女の 子が 初めて 生れた家

けは 1月 2日に 始めて 。kja:ntiwunagunu sekkuo seidaini Iun 
Iigutuhad3imït~Ji juwe :Iun so: Ii te などで 女の 節句を盛大にする。
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sO:J~te saggatsYn川a nigats~n tsjku けんめい百姓は 働く。

そして 3月には 2月に つくった rokugatslkaraja rokugatslnu suennja 

tan naeIironu tanemaki Iugkutu soreka- 6月 からは 6月の 末には

苗代の 種蒔き すること，それから ri/l.ga d3ikuJihad3imijugkara n竹kur己:

ra Iigatsinu had宗im;nnjahats・im?anu 稲が 熟しはじめるから 稲食い

ら 4月の 初めには 初午の ?as"Ibi tIitIi 出 nud3ikuIan ? inaho:ba 

Ci:ni mugimeIiba tsikuti biraba ?irI- 遊びといって稲の熟した 稲穂を

日に 麦めしを つく って韮を 入れ

ti ? otsijugja tsikuti kamjun soIite 

てお汁など つく って食べる。そして

nakamつanuc i : ? a tumワanuci: sagkwaimo 

中午の 後午 の 日 3回も

?asIdi kotoIinu sakubutsinu muIijokeo 

遊んで今年の 作物の 虫除けを

kaggIjug kutu mata muIi?uio Jugkutu Ii 

mutI itIi s.inso:katIi ?ag・itiso:J}te 

持ってきて先祖へ 上げ.てそうして

n?inu d出 guaibajurukubjun so:I~te 

稲 の 出来具合を 喜ぶ。 そうして

ho:sakuba jurukudi rokugatsikara 

豊 作 喜んで 6月カhら

?umatslrinu d3umbigkja Ii mata n?l-

お祭りの 準備などしてまた稲

考える こと，また 虫追いをすることをし kaigkja kju:nu rukugats1 karaja mo: 

Iigatsinu tIu:d3ugkara t~kito:na d3iki-

4月の 中旬から 滴当な 時期

n i t a u e b a h a d3 i m 1 j U n s 0 Ii t e I i 9 a t s・l・d3-

に田植 えを 始める。 そして 4月中

u : n j a t a: j a ? u t i ? u w a t i s 0 r e ka r a d3 u : f i-

には田は うち終ってそれか ら 14・

。onitfikara ta: nu ~s a tuinu had3 ima jun 
5日か ら 田の 草取りが 始まる。

ganfifi figatsl ? ukuti gogats.inja: ma-

このようにして 4月 送 って 5月には また

ta gugats.;gunitIiga ?ati takenu kawaIi 

5月 5日が あって 竹の 皮で

nagai mutIiba tSJkuti jigganu k入wanu

長い餅を つく って 男の 子の

sekkut日fiseidaini Iun narawaI.i so:J1te 

節句とし 盛大に するならわし 。そうして

kug gugatsikaraja ? imdつuet吋keo? if I 0:-

この 5月か らは 芋植付けを 一生

kemmei ç~k~I o:wa h~ tarakjun 

メリりなど 旧の 6月からは もう

?uwa ti sof 1 te takagurani ? ir・ljun

終ってそして高倉に 入れる。

S 0 r i k a r a c 1 t I i 9 a t s .; n i w a m 0: c ~ t I i 9 a -

それから 7月には もう 7月

tSl d3u:sannitIikara mukaSikara 

13日から 昔から

? obogga ?ati mukaIinu soseno mukijun 

お盆があって 昔の 祖先を迎える

d3umbio fun d3u:sannitSi d3u:jukka 

準備をする。 13日 14日，

d3u:sanniijini gosendzosamao hakakara 

13日に ご先祖様を 墓から

mukït~ttIi d3u:jukka d3u:gonitIito 

迎えてきて 14日 15日と

m ikkakannan ti mukaI inu sens 0': samao 

3日間の間 昔の 先祖様

?o:kiku 90S0: fi soJite d3u:gonitJinu 

大きくごちそ うして そして 15日の
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juruni Fu，:ti h~kaka tI i ? ikjun sorekara 

夜に送って 墓へ 行く。それから

Io:ro:ganaIiba Fu: tittIe:ra Io:d3in?U 

精霊様を 送ってきてから 精進落とし

tuIitIi so' :J ~ te namamadi : Sod3in Iidu 

といって，そして今まで 精進と いう

rjo:riIi kadan mun sono Io:d3ino 

料理を 食べたものだ。 その精進を

mata ?ju:o tabete Io:d3in?utuIid3i 

また 魚を食べて精進落としと

ワ吋itJiko :J ~te ?u此1

いつてこうしてそれカか冶らがもう お盆

ワuduri ga had3 ima jun kami sama tu 

踊りが はじまる。 神様と

ワiIIoniwuduikurabi sl-ro:tIltSi bon 

一緒に踊り競争 しようと 盆

wodor i ga had3 ima j un ? uukara bonwodo-

踊りが はじまる。 それから 盆踊

ri cjtIjgatsikara dzI:tto hatIigats-iー

り， 7月から ずっと 8 月

取入れが 終って 喜ぶ。それから

hatI igatsinu wa:kja juwanlJlantija Jiba-

8 月の私達 湯湾では シバ

s a I i U kwa i kw a n n u n i w a n a n s e i s 0 : n e {) 9 a 

サシも 会館の 青少年が庭で

?atsOimati doco: tsOikuti Sirato:dzimo: 

集って 土俵 作って素人相撲

tujun mukaI!kara Futsikakan simo: t日ー

とって 昔から 2日間 相撲と

ti banna h~tI igat~(l-wodorio ju，:nu ?akl 

って 晩には 8月踊りを 夜の明け

ggadi Iun kurlga mukaI~karanu hatI~ 

るまでする。 これが 昔からの 8 

gatslnu matsOiri ?o:kina j:Jjo:d3id38SS1 

月の 祭り， 大きな行事である

ga hatIigats"inu duUga ?o:katanutS?uja 

ぷ， 8月の ドゥンガ然り，お〉かたの人は

mata sosennu kaiso:gkja: Ii sekito:o 

また 祖先の改葬などして石塔を

tatiti ?oiwaio Si jurukubjun kugatsi 

まで盆踊りの 8 月

gadi bonwodorinu keiko:Ii hatIjgats・1- たててお祝いをして喜ぶ。 9 月

d3u:gatsi d3U:?itIigats・ija mukaI i nu 稽古をし

nnja IibasaIi?arasドIi d3u:gojatIi 

には シパサシアラスィといって15夜と

ts・'igits"igi burakuburakunai juti I ima-

次 々 部落部落によ って島

d3imanai juti mats"iriga seidaini Iun 

に々 よって祭りが 盛大に行なう。

sorewa nu:kaitIi つju:bajanつ・isakunu

それは なにかと いうと 稲作の

mansaku na tan jurukubide jurukudi ? 0:一

満作なった喜びで 喜んで，大

ini tanoIiku ?obo{)kara hatIigatsiwa 

いに楽しく，お盆か ら 8月は

tori?irega ?uwati jurukubjun ?ukkara 

10 月 11 月は の
土
日

kajabukinu d3idainja janenu Iu:ri I i 

茅葺きの 時代には屋根の修理 し

burakumin so:de Ji ja:nu Su:riba Ii 

部落民 総出して家の修理をして

janenu F~kikaegkja Ji tSlgitSlgitu 

墨根の葺きかえなどして 次々と

m i n n a I i t a s -f k i? 0 : t i j a b u I i n 0 k j 0 : r j 0 ku 

皆んなで助け合って家普請を協力

Ii?o:ti Ji: ?ikjun ?itIinend3u:nu 

しあってし 行 く。 1年中の

?uetsiklta hans1ukja tlodzo:Ji ?iJJo:ー

植付けた 芋など貯蔵し 一生
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kemme i J i kaoga i kar a nugawarloganenJi 自足して正月を した。 これが

けんめい して干害から 逃がれるように ?o:Jimanu narawaJitu nend3u:9jo:d3i 

nanslnu tJodzo:okja hatarakjun 大島のならわしと 年中行事と

芋の 貯蔵など 働く。 natuo kutu jasslga 

Jo:gatsija d3u:gatsI d3U:?itJigatsika- なっていることであるが。

正月は 10月 11月カミら

ra dzYtto Jo:gatsiba kaog~:ti Jo:ga-

ずっと 正月を 考えて 正月

t s i n n j a ? 0 : k i ku J 0 : 9 a t s・igI:ba d3umbi 

には 大きく 正月木(薪)を準備

I i P atar-afar1tEI i:mk-t :j11I1ha ta rak i o 

して新しい 年を 迎える 働きを

Jun ganJ iJ i mukaJ lkara kun F);lkinnu 

する。このようにして昔からこの 付近の

J i m a d 3 i m a j a m i n a ? wa: ? i t t 0 : d 3 i t s 1 

島々は 砦豚 一頭ずつ

kurutJ l Jo :gatsi ja d3ei takuni 叫<:uo-

殺して 正月は 瞥沢に肉など

kja kadi Jo:gatsl Ii sono kadzokunu 

食べて正月を してその家族の

d3u:niJi minna sannjo:JAtJi d3ikkan 

十二支 管 計算して 十干

d3u:niJinu cinu mawat!kjun t~kinnja 

十二支の 日のまわてくる 時には

Kun tBIinIIPun k?waDkjarl11ttJ i nu c i 

この年のその子たちの 年の 日

t~Jijuwe:okja Iun narawaIi 

年祝いなどするならわし。

ka吋 imukaIija so:I~te kanaradzl 

このように昔は， そうして必ず

Jo:gats.innja Jo:gatsijo:nu k?intu 

正月には 正月用の 着物と

?aIid3ao d3ibund3ibunJi ts-ikuti d3ikju:一

下駄を 自分自分で 作って 自給

d3isoku J i Io: gatsi Iutan kur-lga 
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